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第 15 回総合治水ワーキングチーム会議の協議結果 

 
 

 日 時 平成 17年 12月 13日（火）17：30～20：30 
 場 所 西宮市男女共同参画センター 
 出席者 （委員）松本（誠）、奥西、川谷、長峯、岡田、加藤、佐々木、田村、中川 

浅見、伊藤、酒井、谷田、山仲 
（河川管理者）田中、渡邊、松本、前川、西村、合田 
（農林水産部）福田、鶴崎 （河川整備課）糟谷 （公園緑地課）橘 
（公園都市整備課）松村 （教育委員会）田中 
（事務局）黒田、前田、植田 
 

内 容(協議結果) 

（１） 河川対策の検討 

① 堤防、河川敷の樹木の現状（本数）、伐採予定数等について、県担当課（河川

整備課）からヒアリングを行った。今回のヒアリング分のほか、前回ヒアリン

グした武庫川堤防技術検討委員会（Ｈ１４～Ｈ１５）の検討内容について、次

回流域委員会に報告する。 

② 前回の低水路掘削（工事実施基本計画の河床高まで掘削）に加え、さらに低

水路拡幅等を行った場合の流下能力（現河道内で対応可能な河積確保）の検討

について、河川管理者から説明を受けた。前回及び今回協議した内容（論点等）

について、次回流域委員会に報告する。なお、上流部の対策等については、今

後、協議する。 

（２） 流域対策の検討 

  ① これまでに協議を行ってきた流域対策（ため池嵩上げ等９つの対策）の論点

について、次回流域委員会に報告する。 

  ② 新たな対策案（宝塚新都市計画区域内に調整池等を新設）について、県担当

課（企業庁公園都市整備課）から課題等の説明を受けた。当案については、次

回以降のＷＴにおいて、引き続き協議する。 

  ③ 河川管理者は、ため池を活用した対策例（長野県）について、早期に情報を

収集し、ＷＴに報告する。 

  ④ 流域対策をどのように基本方針に盛り込むか等については、前回松本主査か

ら提案のあった「流域対策採用可能性一覧」を整理する中で、今後、協議を進

める。 

 

２ 次回会議の協議事項 

 ① 流域対策の検討（継続） 

 ② 河川対策の検討（継続） 

 

３ 今後の日程（開催日時） 

第 16 回 12 月 24 日（土）13：30～17：00 

第 17 回  1 月 10 日（火）13：30～ 

第 18 回  1 月 20 日（金）17：30～ 

第 19 回  1 月 26 日（木）13：30～17：00 

第 31 回流域委員会
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